
【SR-7 評価シート エビデンス総体】

診療ガイドライン
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ポジティブメンタル

ヘルス（介入終了後

調査時点でのウェル

ビーイング）

RCT/4 -2 -2 -2 0 0 310 -0.113 3.254 281 1.6325 2.863 d 0.369 -0.008 to 0.747 非常に弱(D) 8
Coelhoso CC, 2019; Feicht T, 2013;

Kloos N, 2019; Neumeier LM, 2017

ポジティブメンタル

ヘルス（介入終了後

調査時点での満足

感）

RCT/4 -2 -2 -1 0 0 269 -0.36 1.279 301 0.2925 1.198 d 0.482 0.140 to 0.824 非常に弱(D) 8
Da S, 2020; Dyrbye LN, 2016; Feicht

T, 2013; Kloos N, 2019

リスク人数（アウトカム率）

コメント（該当するセルに記入）

目次に戻る
エビデンスの強さはRCTは"強（A）"からスタート、観察研究は”弱（C）”からスタート

＊各ドメインは"高（-2）"、"中/疑い（-1）"、"低（0）"の3段階

＊＊上昇要因は"高（＋2）"、"中（＋1）"、"低（0）"の3 段階。

＊＊＊エビデンスの強さは"強（A）"、"中（B）"、"弱（C）"、"非常に弱（D）"の4段階

＊＊＊＊ 重要性はアウトカムの重要性（1～9）

HQ_08：一般労働者に対して、DHTを用いたポジ

ティブ心理学理論に基づく介入は、メンタルヘル

ス不調の一次予防に有用か

一般労働者

DHTを用いたポジティブ心理学理論に基づく介入

待機群、通常治療群、アクティブコントロール群 リスク人数（平均値、標準偏差）


